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　第49回「糖尿病学の進歩」を2015年２月20日（金）
と21日（土）の２日間にわたり，岡山コンベンション
センター，ホテルグランヴィア岡山，岡山シティミュ
ージアム，岡山全日空ホテル，ラヴィール岡山の５会
場で開催させて頂きました．岡山での開催は昭和54年
に故山吹隆寛先生が岡山市で開催されて以来，実に36
年振りです（図１）．
　糖尿病の分野では，新たな治療薬の開発や臨床応用
が日々進んでおり，知識の update が必須となってお
ります．また2013年には血糖管理目標値が宣言され，
糖尿病性腎症病期分類の改訂も行われるなど，より病
態に即した治療ができるようになりました．そして，
透析予防に代表されます合併症予防や，大血管障害へ
の対策を講じていくことが重要となっております．今
後の糖尿病診療において，関連各科医師・メディカル
スタッフなど診療科や職種を超えた連携や，また地域
のなかでの病診連携がさらに重要となり，教育とチー
ム医療の新たな展開が期待されています．そこで今回
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は糖尿病教育とチーム医療の実践を目指すというコン
セプトでプログラムを組み立てました．
　岡山は桃太郎発祥の地として知られていますが，
雉・猿・犬とともに鬼を退治した桃太郎を，まさにチ
ーム医療のシンボルと考え，今回学会マークと致しま
した（図２）．ポスターには世界糖尿病デーのイベント
としてブルーにライトアップされた備中国分寺をはじ
めとして私が撮った写真を加えました（図３）．

最新の知識を吸収できるプログラム

　「糖尿病学の進歩」は，糖尿病に関する知識の向上
および最新の知識の普及を目的とした教育講演会とし
て開催されております．そこで，糖尿病専門医や糖尿
病に専門的に携わる方を対象とした最新の話題・情報
を，また一方で糖尿病非専門医や若手医師を対象に幅
広い糖尿病診療に役立つ知識を提供し，同時に，教育
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とチーム医療の展開にも対応できるようなプログラム
を用意しました．Ａ会場では糖尿病学会認定専門医の
資格更新に受講が義務付けられている「指定講演」22
演題を企画して，糖尿病専門医の知識の整理に役立て
ていただきました．Ｂ会場の「糖尿病診療に必要な知
識」22演題では，日常診療で遭遇する問題点の解決に
役立つ内容を企画いたしました．Ｃ会場では「糖尿病
療養指導に必要な知識」として16演題を用意いたしま
した．栄養士，看護師，薬剤師，臨床検査技師に役立
つ内容で好評でした．Ｄ会場では「臨床が知っておく
べき糖尿病の基礎」として種々の臓器とその連関に着
目した11演題を企画して臨床と基礎研究の橋渡しがで
きたと思います．

特徴あるシンポジウム・世話人特別企画

　シンポジウムとして「糖尿病と認知症」「CKDと
DKD―病因による治療法を学ぶ」「糖尿病と癌」「ゲ
ノム・エピゲノムと糖尿病」「１型糖尿病の自然史と治
療介入」「運動療法 up-to-date」「減塩・低蛋白・低糖
質・低脂肪―何が重要？何が危ない？―」を企画し
ました．「ゲノム・エピゲノムと糖尿病」ではコペンハ
ーゲン大学のAllan Vaag 教授を招聘し，双子研究か
ら得られた糖尿病のエピゲノム制御機構について最新
の成果を講演していただきました（図４）．
　また明日を担う若手医師のためのスキルアップ・キ
ャリアアップのシンポジウムを企画させて頂きまし
た．特別企画として「チーム医療による糖尿病患者の
マネージメント」と「糖尿病教育と医療面接」を設け
ました．これはチーム医療を充実させ，さらに患者教
育のスキルアップを目指す企画です．大橋健先生・岡
崎研太郎先生にお願いして「グループワークで極める
糖尿病教育の実践」と題して参加型のグループワーク
を開催してこれも好評でした（図５）．
　また温故知新と言われておりますが，歴史を学ぶ事
によって新たな発想を得る事ができます．世話人の特
別企画として糖尿病の歴史を取り上げました．堀田　
饒先生には「切手にみる糖尿病の歴史」，大森安恵先生
には「糖尿病の歴史」，八木橋操六先生には「ランゲル
ハンス島ヒストリア」を御願いしており，世話人が「糖
尿病性腎症の歴史」を担当しました（図６）．
　3,900人の医師とメディカルスタッフが「糖尿病学の
進歩」に集い，350人の一般の方々が市民公開講座に参

加して，成功裏に終了いたしました．「糖尿病学の進
歩」の開催にあたり，ご寄附を賜りました企業・財団
の皆様に心より感謝申し上げますとともに，開催報告
とさせていただきます．
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